
 
（１） A は 1 時間あたり 4 分進むので、9 分進む（3 回目のとき）のにかかる時間は、2 回目を基

準にすると、 

4
1249 =÷ (時間)= 2 (時間)15 (分) 

であることがわかります。よって、 
午後8時35分- 2時間15分=午後6時 20分…（答） 

 
（２） B が午後 8 時 44 分を示したときの正しい時刻は、 

午後8時35分+ 25分 =午後9時 
2 回目に見てから午後 8 時 44 分までの時間は、 
午後8時 44分-午後6時 20分= 2時間 24分= 144分 
1 回目に見てから B が午後 8 時 44 分を示すまでにかかる時間は、 
午後9時-午後6時 20分= 2時間 40分= 160分 
となり、B は 144 分の時を刻むのに 160 分かかることがわかり、時間の比は、 
(正しい時間)：(B が刻む時間)= 144：160 = 9 ：10  
となります。速さの比はその逆比で、 
10：9 = 60 ：54  

65460 =- (分) 
なので、B は 1 時間あたり 6 分遅れることがわかります。 
A は 1 時間に 4 分進むので A が B よりも進む時間は 1 時間あたり、 

1064 =+ (分) 
となり、1 回に見たときについていた 36 分の差を追いつくのにかかる時間は、 

6.31036 =÷ (時間)= 3 (時間)36 (分) 
であることがわかります。よって、1 回目に時計を見たのは、 
午後6時 20分- 3時間36分=午後 2時44分…（答） 
 
 

 
～参考～ グラフをかくと次のようになります。（差を強調するため、正しい図ではありません） 
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